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【要約】 

幼児期の性格的な問題として、応答性、コミュニケーション能力、協調性の欠如がある。これ

らは、リーダーシップの行動特性でもある。本論文は、幼稚園児がリーダーシップを理解し、

発達させるために、Ksatria という絵本を使って研究をしている。結果としては、絵本を読む前

と後では、5～6 歳児のリーダーシップ行動に違いがあり、絵本の効果が認められた。具体的に

は、Ksatria の読み聞かせをする前の、幼児期のリーダーシップ値テストは、36.34%だったの

に対して、読み聞かせ後は、64.16%に上昇し、その差 27.82%の効果が見受けられる。Ksatria

の絵本は、幼稚園において、リーダーシップ教育のために活用することが出来ることが分かっ

た。 

 

【感想】 

絵本に対しては、幼児期に言語能力を発達させたりすることに、効果としてはとどまるのかと

考えていたため、人格形成にまで影響を与えるという結果は、興味深いものであった。これを

受けて、人間の性格は、家庭環境に大きく左右されることが改めて理解できた。実際、子育て

をするときに、「こういう大人になってほしいから、この本を読もう」なんてことは、考えない

と思うが、絵本の与える影響の大きさを、頭の片隅に覚えておこうと思う。 


